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1.研究目的 

 Hollandite 構造を持つ物質は AxB8O16(1≦x≦

2)で表され， Bイオンが擬一次元的な鎖を形成し

ている。B イオンが遷移金属である物質のうち，

K2V8O16[1]や K2Cr8O16[2]では低温で金属-絶縁体

転移を起こすことが知られている。一方，B イオ

ンが Tiである物質については，BaxTi8O16の多結

晶の作製例はあるものの，単結晶作製についての

報告が無い。そこで本研究では，BaxTi8O16 の単

結晶を作製と物性測定を行った。 

2.実験方法 

 Ti，TiO2，BaTiO3，SrTiO3を化学量論比で混合

し，FZ法を用いて単結晶を作製した。A=Baのと

き，Ar 雰囲気下作製した単結晶は Tetragonal，

Ar+H27 ％ 雰 囲 気 下 で 作 製 し た 単 結 晶 は

Monoclinic になることが分かった。熱重量測定・

ICPにより金属比と酸素数を求めた後、電気抵抗

率，磁化率，光学反射率の測定を行った。 

3.実験結果・考察 

 図 1 に Tetragonal 結晶の電気抵抗率の温度依

存性を示す。一次元鎖の c 軸方向の電気抵抗率が

垂直方向に比べ 1~2桁小さくなり，一次元電気伝

導が確認された。また，Tc＝220 K 付近で異常が

見られ，Tc以下では低温に向けて電気抵抗率が発

散する絶縁体的な振る舞いを示した。この試料の

電子線回折を行ったところ、Tc以下で新しい超格

子ピークが出現することが分かった。これは Tc

以下での CDW 転移を示唆している。図 2 に

Monoclinic 試料の電気抵抗率(一次元鎖方向)の温

度依存性を示す。Monoclinic の試料では，

Tetragonal で見られた Tc＝220[K]付近の異常は

見られない。 

 図 3 と図 4 にそれぞれ，Tetragonal と

Monoclinic の試料の光学伝導度(E//c：一次元鎖方

向)の温度変化に対する差分スペクトルを示す。両

試料とも、温度低下とともに 0.6eV 以下の光学伝

導度が減少している。これは低温での絶縁体的な

振舞に対応している。一方， Tetragonal の試料

のみ，1.2eV 付近のスペクトルが減少し，2eV 付

近のスペクトルが増加しており，これは Tc＝220 

K の CDW 転移による変化であると考えられる。 

     図 5 に Ba に Sr をドープした試料の電気抵抗

率(j//c：一次元鎖方向)の温度依存性を示す。Sr ド

ープ試料は母物質に比べ，抵抗率が上昇すること

が分かった。これは，Srドープにより正八面体が

歪み，t2g軌道の縮退が分裂したためと考えられる。 
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図 4光学伝導度の温度依存性 
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図 3光学伝導度の温度依存性 
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図 2電気抵抗率の温度依存性 
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図 1電気抵抗率の温度依存性 
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図 5 Baを Srで置換した試料の電気抵抗率の温度依存性 

(Srドープ試料) 


